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女 性 部図1女性部は1～3月を「女性の働く権利確立運動強化月間」
に設定し、女性が定年まで健康で働き続けられるよう各種
休暇の取得促進や実態の点検に取り組んでいる。このほ
ど、同月間にあわせて初めて行った「妊娠・出産にかかる
女性の調査」の結果がまとまった。結果の一部を報告する。

【出産の選択】
自分自身で産む・産まないの
選択ができているかどうか

2
0
2
3
年
度

妊
娠
・
出
産
に
か
か
る
女
性
の
調
査

『
出
産
の
選
択
』
権
利
守
ら
れ
る
社
会
を

「
は
た
ら
く
女
性
の
集
会
」で
詳
細
報
告

•調査期間 2022年11月～2023年1月
（調査票またはウェブで回収）
•回答者数 42，931人
（雇用形態）
正規職員 36，751人（86％）
非正規職員 6，180人（14％）

（年齢層）
10・20代22％、30代25％、40代30％、
50代19％、60代以上4％

家族計画で否定的な
ことを言われたことがあるか図2

こ
の
調
査
は
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
※

に
関
し
て
、
女
性
組
合
員
に
権

利
の
行
使
状
況
を
尋
ね
た
も

の
。調

査
結
果
の
詳
細
は
5
月
27

〜
28
日
に
開
く
「
は
た
ら
く
女

性
の
集
会
」
2
日
目
の
全
体
会

冒
頭
で
報
告
さ
れ
る
予
定
だ
。

質
問
項
目
の
「
出
産
を
選
択

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
」
に

「
は
い
」
と
答
え
た
の
は
70

％
、「
わ
か
ら
な
い
・
考
え
た
こ

と
が
な
い
」
が
15
％
、「
こ
れ
か

ら
・
途
中
」
が
13
％
、「
い
い

え
」
が
2
％
（
図
1
）。

ま
た
「
自
分
が
理
想
と
す
る

家
族
計
画
（
産
む
・
産
ま
な

い
、
何
人
産
む
か
な
ど
）
に
つ

い
て
否
定
的
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
か
」
の
問
い
で

は
、「
い
い
え
」
が
88
％
、「
は

い
」
が
12
％
（
図
2
）。さ
ら
に

「
は
い
」
と
答
え
た
人
に
言
わ

れ
た
内
容
を
自
由
記
載
で
問
う

と
、
同
僚
や
上
司
な
ど
か
ら

「
1
人
っ
子
は
か
わ
い
そ
う
」

「
今
は
妊
娠
し
な
い
で
ほ
し

い
」「
3
人
産
ま
な
い
と
人
口

が
減
る
」
な
ど
が
あ
が
っ
た
。

D
V
・
性
暴
力
被
害
な
ど
社

会
的
な
課
題
を
抱
え
て
生
き
る

女
性
の
ケ
ア
を
実
践
す
る
助
産

こ
う
さ
き

師
の
幸
﨑
若
菜
さ
ん
（
東
京
・

ま
つ
し
ま
病
院
）
は
調
査
結
果

を
受
け
て
、「
個
々
人
の
意
思

が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
社
会
に
お
い
て
、『
出
産
の
選

択
』
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
自

体
が
問
題
だ
。
割
合
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
重
く
受
け
止
め
る

べ
き
と
考
え
る
」「
家
族
計
画

に
対
す
る
第
三
者
の
介
入
を
防

ぐ
た
め
に
は
職
場
環
境
の
改
善

に
限
ら
ず
、
こ
う
し
た
権
利
を

広
く
社
会
に
啓
発
す
る
必
要
も

あ
る
」
と
話
す
。

本
部
の
毛
利
珠
代
女
性
部
長

は
「
女
性
の
権
利
を
守
る
た
め

に
は
、
困
っ
た
と
き
に
相
談
で

き
る
職
場
環
境
づ
く
り
が
重

要
。
権
利
を
軽
視
さ
れ
て
心
を

痛
め
て
い
る
女
性
を
仲
間
と
の

交
流
や
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
支

え
る
た
め
に
も
女
性
部
が
必

要
」
と
力
を
込
め
た
。

※
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
。
1
9
9
4
年
に
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ

た
国
際
人
口
・
開
発
会
議
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
概
念
。
女
性
が
い
つ
何
人

子
ど
も
を
産
む
か
産
ま
な
い
か
を
選
ぶ
自
由
、安
全
で
満
足
の
い
く
性
生
活
、

安
全
な
妊
娠
・
出
産
、子
ど
も
の
健
康
な
成
育
、思
春
期
・
更
年
期
に
お
け
る
健

康
上
の
問
題
な
ど
女
性
自
身
が
決
定
す
る
権
利
を
持
つ
こ
と
を
提
唱
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤
勉

手
当
の
支
給
を
可
能
と
す
る
地

方
自
治
法
改
正
法
案
が
、
4
月

26
日
の
参
議
院
本
会
議
で
可
決

し
、成
立
し
た
。自
治
労
は
前
日

の
25
日
、
処
遇
改
善
に
む
け
た

法
改
正
を
求
め
る
最
終
ス
テ
ー

ジ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国
会

傍
聴
行
動
を
実
施
し
、
臨
時
・

非
常
勤
等
職
員
全
国
協
議
会
な

ど
か
ら
14
人
が
参
加
し
た
。

◇

◇

◇

こ
の
日
の
傍
聴
は
参
議
院
総

務
委
員
会
。
自
治
労
組
織
内
国

会
議
員
の
岸
真
紀
子
参
議
院
議

員
が
50
分
に
わ
た
り
質
疑
を

行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
会
計
年

度
任
用
職
員
を
は
じ
め
と
す
る

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
役
割
や

存
在
意
義
、
そ
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
自
治
体
の
認
識
が
全
体

と
し
て
不
十
分
な
状
況
に
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
政

府
や
国
会
の
責
任
で
す
べ
て
の

自
治
体
に
そ
の
役
割
や
存
在
意

義
、
重
要
性
を
徹
底
す
べ
き
」

こ
と
に
言
及
。
さ
ら
に
、「
常

勤
職
員
と
の
権
衡
、
任
用
形
態

間
の
格
差
解
消
へ
適
切
な
処
遇

が
不
可
欠
」「
期
末
手
当
と
勤

勉
手
当
の
い
ず
れ
も
支
給
す
べ

き
こ
と
の
自
治
体
に
対
す
る
通

知
を
」「
給
与
改
定
の
時
期
、

遡
及
に
関
す
る
明
確
な
見
解

を
」
な
ど
と
質
し
た
。

松
本
剛
明
総
務
大
臣
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
重
要
性
に

つ
い
て
、「
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員

の
方
々
が
地
方
行
政
の
重
要
な

担
い
手
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い

て
い
る
」
と
答
弁
。
ま
た
、「
常

勤
職
員
の
給
料
表
が
改
定
さ
れ

た
場
合
、
会
計
年
度
任
用
職
員

に
つ
い
て
も
常
勤
職
員
の
取
り

扱
い
に
準
じ
た
改
定
を
行
う
こ

と
が
基
本
」「
給
与
改
定
の
実

施
時
期
に
つ
い
て
、
遡
及
適
用

を
含
め
、
常
勤
職
員
の
給
与
改

定
の
取
り
扱
い
に
準
じ
た
改
定

を
基
本
と
す
る
よ
う
自
治
体
に

対
し
て
要
請
す
る
方
向
で
取
り

組
む
」
な
ど
と
応
じ
た
。
ま

た
、
総
務
省
は
「
期
末
手
当
と

勤
勉
手
当
の
い
ず
れ
も
支
給
す

る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
各
自
治
体
に
対
し
て

助
言
を
行
う
予
定
」「
勤
勉
手

当
を
支
給
す
べ
き
も
の
」
な
ど

と
明
言
し
た
。

法
改
正
を
受
け
、
今
後
は
2

0
2
4
年
4
月
か
ら
の
施
行
に

む
け
た
自
治
体
で
の
条
例
化
が

焦
点
と
な
る
。
自
治
労
は
確
実

な
条
例
化
に
む
け
、
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。

会会計計年年度度
任任用用職職員員

「
勤
勉
手
当
支
給
」
へ

地
方
自
治
法
改
正
法
案
が
成
立

「
地
方
行
政
の
重
要
な
担
い
手
」

「
遡
及
適
用
含
め
常
勤
職
員
に
準
じ
る
」

総
務

大
臣

岸真紀子組織内参議院議員

4
月
23
日
に
投
開
票
さ
れ
た
衆
参
補

欠
選
挙
の
参
院
大
分
選
挙
区
選
挙
で

は
、
自
治
労
組
織
内
・
吉
田
忠
智
前
参

議
が
、
3
4
1
票
の
僅
差
で
自
民
党
候

補
に
敗
れ
た
。
衆
院
補
選
の
3
選
挙
区

（
千
葉
5
区
・
山
口
2
区
お
よ
び
4

区
）
で
も
、
自
治
労
推
薦
候
補
が
敗

れ
、
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

統
一
自
治
体
選
挙
（
4
／
9
・
4
／

23
投
開
票
）
は
、
自
治
労
協
力
候
補
2

6
8
人
（
組
織
内
2
3
4
人
・
政
策
協

力
34
人
）の
内
、
当
選
は
2
3
3
人（
組

織
内
2
0
4
人
・
政
策
協
力
29
人
）、

当
選
率
86
・
9
％
で
あ
っ
た
。

衆参補欠選挙・参院大分特
集
◎
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
自
治
体
を
め
ざ
し
て

問
い
合
わ
せ

自
治
労
サ
ー
ビ
ス

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
3
‐
3
2
6
3
‐
2
0
2
3

自
治
研

月刊 自治労組織内・吉田忠智、惜敗
統一自治体選挙
協力候補の86．9％が当選果たす

2023
6月号
定価：838円
（本体762円
＋税10％）

ご意見
フォーム

定期
購読

を受
付中

自治労HP

・・・・2023年5月1日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2342号（１）



●応募方法

をセットにして応募してください。また、応募票に必要事項を
記入して添付してください。応募票は県本部にあります。

賞金は（1）（2）とも入選 5万円、佳作 2万円、努力賞 1万円です。
審査結果は 8月の機関紙「じちろう」紙上で発表予定です。

●締　切　6月30日（金）必着とします。

●応募先　〒102-8464　東京都千代田区六番町 1　
　　　　　自治労総合企画総務局「機関紙コンクール」係

●参加対象および区分
自治労の県本部、単組、支部、分会および評
議会等で発行される機関紙を下記の区分で募
集します。

2023年1月から5月に発行した機関紙の中から、

八
尾
市
は
大
阪
府
の
中
央
部

東
寄
り
に
位
置
し
、
西
は
大
阪

市
に
、
東
は
奈
良
県
に
接
す
る

人
口
約
27
万
の
中
核
市
で
、

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
と
し

て
知
ら
れ
る
。

大
阪
府
本
部
・
八
尾
市
水
道

労
働
組
合
（
八
尾
市
水
労
）
は

八
尾
市
の
上
水
道
で
働
く
職
員

を
組
織
し
、
組
合
員
約
50
人
。

市
の
水
道
事
業
は
、
ま
も
な
く

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
統
合

さ
れ
る
予
定
だ
。
こ
う
し
た
情

勢
の
中
で
八
尾
市
水
労
は
、

「
組
合
員
の
声
を
丹
念
に
聴

く
」
取
り
組
み
を
基
本
に
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
秋
に
組
合
員
参
加
の
職
場

討
論
集
会
を
開
催
し
、
要
求
に

結
び
つ
け
て
い
る
。「
や
は
り

組
合
員
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
風
通
し
の
よ

い
組
合
活
動
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
思
う
。
と
く
に
、
委
員
長

と
書
記
長
の
年
齢
が
比
較
的
若

い
の
で
、
組
合
員
と
の
交
流
が

ス
ム
ー
ズ
に
は
か
れ
て
い
る
こ

と
が
大
き
い
」
と
近
畿
地
連
公

企
評
常
任
幹
事
で
八
尾
市
水
労

執
行
委
員
の
松
本
晃
和
さ
ん
。

八
尾
市
水
労
の
組
合
員
は
、

大
阪
府
内
の
他
の
水
道
労
組
に

比
べ
る
と
年
齢
層
が
比
較
的
低

く
、約
3
分
の
2
が
40
代
以
下
。

委
員
長
と
書
記
長
は
30
代
だ
。

委
員
長
を
中
心
に
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
場
も
含
め
交
流
を
は

か
り
や
す
い
組
合
の
規
模
で
あ

る
こ
と
も
、
八
尾
市
水
労
の
特

徴
点
だ
。◇

◇

◇

「
現
在
は
、
ど
う
し
て
も
大

阪
広
域
水
道
企
業
団
と
の
統
合

の
課
題
が
メ
イ
ン
に
な
る
」
と

松
本
さ
ん
。
統
合
後
の
賃
金
・

労
働
条
件
に
加
え
、
所
属
の
課

題
を
中
心
に
組
合
員
へ
の
聞
き

取
り
を
丁
寧
に
行
い
、
当
局
交

渉
を
実
施
し
て
い
る
。「
実
は
、

統
合
の
予
定
が
外
部
要
因
に
よ

り
1
年
延
期
と
な
る
こ
と
に
な

り
、
少
々
戸
惑
っ
て
い
る
面
も

あ
る
。
今
後
、
統
合
に
む
け
て

労
働
条
件
等
の
具
体
的
な
交
渉

と
な
る
」
と
松
本
さ
ん
。
今
後

も
、
状
況
の
推
移
を
注
意
深
く

見
守
る
と
と
も
に
、
組
合
員
と

の
丁
寧
な
意
思
疎
通
を
は
か
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

最
後
に
今
統
一
闘
争
に
か
け

る
思
い
に
つ
い
て
聞
い
た
。
松

本
さ
ん
は
、「
や
は
り
人
員
の

確
保
が
重
要
課
題
。
私
た
ち
の

職
場
で
は
、
技
術
の
取
得
に
む

け
た
研
修
参
加
な
ど
、
積
極
的

に
研
さ
ん
を
積
も
う
と
し
て
い

る
職
員
が
多
い
。
若
手
を
中
心

に
向
上
心
が
強
い
職
員
が
多
い

と
言
え
る
。
そ
れ
は
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
支
え
て
い
る
と
い
う
自

負
に
よ
る
も
の
だ
と
思
う
。
や

は
り
そ
う
し
た
組
合
員
の
た
め

に
も
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
を

解
消
し
て
、
恒
常
的
に
安
定
し

て
働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場
を

め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
大

切
だ
と
思
う
」
と
結
ん
だ
。

現
業
・
公
企
統
一
闘
争（
第
1
次
闘
争
）が
始
ま
っ
て
い

る
。
基
準
日
は
6
月
16
日
。
現
在
は
、
職
場
討
議
・
要

求
書
作
成
の
取
り
組
み
時
期
に
あ
た
る（
別
記「
闘
争
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
」参
照
）。機
関
紙
じ
ち
ろ
う
で
は
、現
業
と

公
企
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

第
1
回
は
大
阪
府
本
部
・
八
尾
市
水
道
労
働
組
合
。

闘
争
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

連合は4月29日、東京都内で第94回

メーデー中央大会を4年ぶりに参加者数

の制限を設けない形で開催。晴天にも恵

まれ、会場はコロナ禍前のように多くの

家族連れなどでにぎわった。

式典のスローガンは「支えあいと助け

あいの社会でくらしを守る」。持続的な

賃上げや有期・短時間などで働く仲間の

処遇改善を最優先に進めるとした宣言を

採択した。トルコ・シリア地震救援カン

パやくらしの支援のため食料・文房具な

ども寄せられた。

第94回メーデー中央大会
支支
ええ
ああ
いい
助助
けけ
ああ
うう
社社
会会
へへ

ココ
ロロ
ナナ
前前
のの
にに
ぎぎ
わわ
いい
戻戻
るる

「
組
合
員
の
声
を
丹
念
に
聴
く
」

密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

風
通
し
の
よ
い
組
合
活
動
に

ウェブ含め2万8500人が式典に参
加。出展した中央労福協は福島の
ブランド米を販売。売上を救援カ
ンパとウクライナ支援にあてた

松本執行委員

大阪府本部
八尾市水道労働組合

憲法記念日の5月3日、東京・有明で

2023憲法大集会が開かれ、2万5000人が

参加。「憲法を守れ」と訴えた。自治労は

関東甲地連から約400人が参加した。

集会では、憲法学者らのスピーチ、野

党代表のあいさつ、入管法改正問題や鹿

児島県・馬毛島の米軍施設建設に反対す

る団体などからの発言があり、改憲発議

反対、敵基地攻撃能力保有の閣議決定の

撤回、辺野古新基地建設と南西諸島ミサ

イル基地配備の中止を求める行動等を強

めることを確認した。

2023憲法大集会
軍軍
拡拡
とと
改改
憲憲
発発
議議
をを
許許
ささ
ずず

平平
和和
・・
人人
権権
・・
くく
らら
しし
をを
守守
ろろ
うう

岐
阜
県
本
部

「共済パンフレット」に手書きのコメント

保障内容をわかりやすく説明
共済加入推進で単組運動が活性化

「
じ
ち
ろ
う
セ
ッ
ト
共
済
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
に
貼
ら
れ
た
黄

緑
色
と
ピ
ン
ク
の
付
箋
紙
。
共

済
の
コ
ー
ス
名
に
蛍
光
ペ
ン
が

引
か
れ
、
赤
い
ボ
ー
ル
ペ
ン
の

手
書
き
の
コ
メ
ン
ト
が
並
ぶ
。

新
入
組
合
員
へ
の
共
済
加
入

を
働
き
か
け
る
こ
の
時
期
、
自

治
労
岐
阜
県
本
部
の
各
単
組

は
、
共
済
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
手

書
き
の
解
説
を
付
け
て
い
る

（
左
上
写
真
）。

取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
は

約
3
年
前
。
自
治
労
共
済
岐
阜

県
支
部
の
西
尾
健
司
事
務
局
長

が
、
共
済
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
と

優
位
性
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
よ
う
と
発
案
。
そ
れ
が
県
内

各
単
組
に
広
が
り
、
定
着
し
て

き
た
。

「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
書
き

込
み
作
業
は
2
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
年
の
新
採
は

1
5
0
人
く
ら
い
。
時
間
が
か

か
る
の
で
、
執
行
部
で
手
分
け

し
て
や
り
ま
す
」と
、大
垣
市
労

連
の
舘
克
典
委
員
長
は
話
す
。

大
垣
市
労
連
は
4
月
5
日
に

組
合
説
明
会
を
開
催
し
自
治
労

共
済
の
概
略
だ
け
を
紹
介
。
そ

の
後
、
共
済
県
支
部
に
入
っ
て

も
ら
い
、
2
〜
3
人
の
少
人
数

ご
と
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ

た
詳
し
い
説
明
を
行
い
、
加
入

を
働
き
か
け
て
い
く
と
い
う
。

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
ど

ん
な
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
舘
委
員
長

か
ら
「
す
で
に
共
済
に
入
っ
て

い
る
自
分
た
ち
自
身
が
、
改
め

て
自
治
労
共
済
の
良
さ
を
認
識

し
た
こ
と
で
す
」
と
い
う
答
え

が
返
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
「
こ

の
取
り
組
み
は
始
め
て
間
も
な

い
た
め
、
新
採
の
共
済
加
入
へ

の
効
果
を
測
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
す
が
、
執
行
部
の
共
済
へ

の
理
解
は
深
ま
り
ま
し
た
。
組

合
運
動
と
共
済
は
『
車
の
両

輪
』
と
言
い
ま
す
が
、
実
は
共

済
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。
ち
ゃ
ん
と
制
度
を
理
解
す

る
こ
と
で
、
自
信
を
持
っ
て
加

入
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
社
会
保
障

が
不
安
定
化
す
る
社
会
の
中
で

共
済
運
動
は
主
軸
に
な
る
べ
き

運
動
で
す
」
と
言
う
。

県
本
部
の
山
田
和
伸
書
記
長

も
同
じ
効
果
を
指
摘
す
る
。

「
四
役
ク
ラ
ス
だ
け
が
中
心
の

運
動
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み
に

執
行
部
の
誰
も
が
関
わ
る
こ
と

で
、
単
組
の
運
動
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
共
済
加
入
は
『
県
支
部
が

や
っ
て
く
れ
る
も
の
』
だ
っ
た

の
が
、
自
分
た
ち
で
推
進
す
る

も
の
に
変
わ
り
ま
し
た
」。

加
入
率
の
低
い
単
組
の
課
題

で
あ
っ
た
「
新
採
対
策
」
は
、

こ
の
「
手
書
き
メ
モ
作
戦
」
を

機
に
、
加
入
1
0
0
％
の
単
組

も
含
め
て
県
内
単
組
全
体
が
競

い
あ
っ
て
取
り
組
む
雰
囲
気
が

醸
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。

保障内容を細かいところまで
解説。手書きのメモの温もり
が若者の心に「刺さる」（写
真上）。執行部で手分けして準
備作業（写真右／関市労連）

「あらたな戦前にさせない」
「守ろう平和といのちとくら
し」「軍拡に突き進む岸田政
権にNOの声を」と訴える

4／21～5／22
5／22～6／8
2～5月
6／9
6／9～15
6／16
7月

職場討議・要求書作成
要求書提出ゾーン
住民アピールゾーン
回答指定基準日
交渉強化ゾーン
全国統一闘争基準日
協約締結強化月間

2023現業・公企統一闘争（第1次闘争）

・・・・2023年5月1日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2342号（２）


	じちろう2342号_1面
	じちろう2342号_2面

